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(a) Academic outcomes 

日本に来てから、日本語での会話にどんどん慣れていき、適切な文法の使い方を学ぶとともに、実践すること

ができました。実際の体験を通して文化を学ぶことは、理論的に文化を学ぶことより理解しやすかったように思

います。日本で生活することで、日本人の考え方を理解することができるので、日本文化を研究する際におおい

に役に立つと思います。 

 

(b) My experiences in Kyoto University 

京都大学では、図書館、Wi-Fi、教室内設備などが使いやすく、たいへん便利だと感じました。教室では勉強し

やすい環境が整っていおり、快適に学習することができました。 

 

(c) The content of the program 

 このプログラムで色々なことを学びました。クラスの中で、動画を見ながら日本語を勉強したり、書道の授業

で作品を制作したりしました。また、京都市の歴史と文化、学校教育にみる日本文化、日本古典から見た日本人

の美意識、日本列島の言語文化等の講義を受け、学習しました。ほかにも色々なことを勉強しました。学外では、

友禅染めや京菓子制作の体験、琵琶湖の歴史の勉強、古文書の保存等について学びました。 

 

(d) The impact of the program on your career plans 

 私はこのプログラムで学習した、京都のように文化を保存している伝統的な都市について研究したいと考えて

います。京都は、伝統的なものと現代的なものが混ざっており、有名な観光地であるというのは当たり前のこと

かもしれません。もし同様のモデルをインドネシアで実現することができれば、観光客数の増加が期待できます。

そのような観光地の可能性を見つけ出したいと思います。 

 

 

 

 

 

 


